
受賞された方々

　

積
丹
町
を
含
む
北
後
志
地
区
６
市

町
村
（
積
丹
、
小
樽
、
古
平
、
仁
木
、

余
市
、
赤
井
川
）
と
陸
上
自
衛
隊
第

11
旅
団
第
11
特
科
隊（
関
口
景
隊
長
）

は
１
月
23
日
、
小
樽
市
役
所
で
地
震

や
津
波
、
風
水
害
な
ど
大
規
模
災
害

時
の
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

▲左から 嶋余市町長、松井積丹町長、中松小樽市長、関口陸上自衛隊第 11

旅団第 11 特科隊長、本間古平町長、赤松赤井川村長 ,佐藤仁木町長

勢
を
取
り
、
災
害
発
生
時
は
任
務
を

や
り
遂
げ
た
い
」
と
意
欲
を
語
り
ま

し
た
。

　

今
後
、
近
隣
市
町
村
や
関
係
機
関

と
の
連
携
が
更
に
高
ま
り
、
よ
り
強

固
な
防
災
体
制
が
敷
か
れ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　

協
定
に
は
、
突
発
的
な

大
規
模
災
害
発
生
に
よ
り

通
信
手
段
が
途
絶
し
た
場

合
、
同
隊
は
人
命
救
助
を

優
先
し
、
市
町
村
か
ら
の

派
遣
要
請
を
待
た
ず
自
主

的
に
救
援
活
動
を
開
始
す

る
ほ
か
、
市
町
村
の
災
害

対
策
本
部
設
置
場
所
に
人

員
を
派
遣
し
連
絡
体
制
を

構
築
す
る
な
ど
、
初
動
対

応
の
態
勢
や
、
相
互
に
防

災
訓
練
や
防
災
会
議
へ
の

積
極
参
加
を
行
う
こ
と
な

ど
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し

た
。

　

同
隊
の
関
口
隊
長
は

「
地
域
住
民
の
暮
ら
し
を

守
る
た
め
に
常
に
即
応
態

　平成 27 年の積丹町交通安全指導員会（的場無縫会長）

の出初式が２月 19 日に町総合文化センターで行われまし

た。

　美国神社で交通安全指導員による安全祈願が行われたの

ち、総合文化センターに会場を移し催された式典では、松井

北
後
志
６
市
町
村
・
陸
上
自
衛
隊
第
11
旅
団
第
11
特
科
隊

大
規
模
災
害
時
の
連
携
協
定
を
締
結

町長、青山余市警察署長から感謝と激励の挨拶があり、的場無縫会長が「私たち18人の交通安全指導員は、心を新た

に一丸となって、地域に根ざした活動をすすめ、当町の交通事故死ゼロの日数、　５，３００日（２月18日現在）の記録が

途切れることのないよう、交通道徳の向上と事故防止の積極的な推進を展開します。」と交通安全宣言を読み上げ、交

通事故の防止への決意を新たにしました。

　また、出初式に先立ち、長年交通事故防止に貢献された交通安全功労者と優良運転者の方々に的場町交通安全協会長より

表彰状が伝達されました。

交通事故防止へ決意新たに

町交通安全指導員出初式が挙行

○（一財）全日本交通安全協会交通栄誉章

　「緑十字銅章」　

　【優良運転者】笹山 義治さん

○（一財）北海道交通安全協会会長表彰

　【交通安全功労者】野宮 敏範さん　外崎 晃記さん

　【交通安全功労団体】美国小学校

　【優良運転者無事故 20 年以上】

　加藤 トシ子さん　戸来 幸彦さん　山田 扶紀子さん

○北海道警察本部交通部長・札幌方面交通安全協会　

　会長連名表彰

　【交通安全功労者】的場 無縫さん

○札幌方面交通安全協会会長表彰

　【優良運転者無事故 15 年以上】

　荻野 智恵子さん　砂田 雅徳さん　野宮 靖夫さん

　【優良運転者無事故 10 年以上】

　川村 静子さん　　佐藤 完治さん

　佐藤 多美子さん　本間 直行さん

○余市地区交通安全協会連合会会長表彰

　【交通安全功労者】成田 大介さん

受賞された方々（順不同）

▲交通安全宣言を読み上げる的場無縫会長
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　井戸水は、「水道水よりおいしい」「昔から飲んでいるから大丈夫」など一部の町民の方には根

強い嗜好がある一方で、周辺環境からの汚染を受けやすく、「有害物質」や「雑菌」等による水

質の不安定さから安全性に疑問があり、飲用に適さないこともあります。

　そのため、積丹町では水道の加入を推奨しておりますが、特に住宅や飲食店・宿泊施設が多い

美国船澗地区では、50％前後の極めて低い水準で推移している状況が続いています。

　水道水は、法に定められた水質基準検査の実施により安全性が確保されていますが、井戸水は

使用者が自己管理されるものですので、衛生上の不備から健康を害さないためにも水道水への切

り替えを強くお薦めします。

水
道
は
届
け
出
し
て

か
ら
使
用
し
ま
し
ょ
う

貸付金制度について 　役場では町民の方が給水装置工事を行うための無利子貸付金

制度を設けていますので、ご利用ください。

【貸付限度額】　４０万円　　【利子】無利子　　【償還期間】　４０ヶ月以内

※連帯保証人１名が必要です。

《水道使用料の完納にご協力をお願いします》　建設課：TEL ４４－３３８３

－井戸水による事故を未然に防ぐために－

　昨今、『食の安全』が求められる中、ブランドとして確立した積丹観光の魅力ある「食」「癒し」を求めて来町さ

れた観光客や帰省客等に健康被害が及んだ場合、町全体のマイナスイメージとして取り返しのつかない大きな影響

を与えることにも成りかねません。

　全ての皆さんが安心して利用できる水道水への切り替えの必要性について、ご理解とご協力をお願いいたします。

豊かで安心・安全な生活のために水道水への切換えを！

　

美
国
・
美
し
い
海
づ
く
り
協
議
会

(

神
哲
治
会
長)

が
「
わ
が
村
は
美

し
く-

北
海
道
」
運
動
第
７
回
コ
ン

ク
ー
ル(

北
海
道
開
発
局
主
催)

で
、

最
高
賞
と
な
る
小
樽
ブ
ロ
ッ
ク
優
秀

賞
を
初
受
賞
し
、
２
月
13
日
に
小
樽

開
発
建
設
部
で
開
催
さ
れ
た
表
彰
式

に
神
会
長
と
協
議
会
会
員
３
名
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ダ
イ
バ
ー
２
名
が
出
席

し
、
岳
本
小
樽
開
発
建
設
部
長
よ
り

他
の
５
団
体
と
と
も
に
表
彰
状
の
伝

達
を
受
け
ま
し
た
。

　

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
北
海
道
内
の

農
山
漁
村
に
お
い
て
、
農
林
水
産
業

の
生
産
活
動
と
関
わ
り
の
あ
る
住
民

ど
が
、
特
産
物
の
生
産
環
境
の
改
善
や
美
し
い
海
と
い

う
景
観
の
維
持
、
海
の
魅
力
発
信
、
将
来
の
漁
業
の
担

い
手
づ
く
り
に
繋
が
る
活
動
で
あ
る
と
し
て
、
特
に
、

漁
業
者
と
ダ
イ
ビ
ン
グ
の
関
係
者
に
よ
る
協
働
体
制
で

の
美
し
い
海
を
守
り
育
て
る
活
動
を
長
年
継
続
し
て
い

る
事
が
、
全
国
的
に
も
稀
な
取
り
組
み
で
あ
る
と
高
く

評
価
さ
れ
、
こ
の
た
び
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
北
海
道
開
発
局
の
各
開
発
建
設
部

を
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
審
査
さ
れ
、
今
回
、
全
道
で
14
団

体
が
ブ
ロ
ッ
ク
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。来
年
度
は
、

優
秀
賞
受
賞
団
体
の
中
か
ら
最
も
優
れ
た
団
体
を
表
彰

す
る
「
わ
が
村
大
賞
」
の
選
考
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲岳本小樽開発建設部長（左）より表彰状を受けた神会長

▲美国・美しい海づくり協議会から６名が出席

美国・美しい海づくり協議会

小樽ブロック優秀賞を受賞！

主
体
の
優
れ
た
取
り
組
み
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
平
成
20
年
か
ら
開
始
し
た
同
協
議

会
の
藻
場
再
生
へ
の
取
り
組
み
や
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た
水
産
教
室
の
実
施
な

水
道
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
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今
年
で
第
12
回
目
と
な
る
町
商
工
会
（
山
本
俊
三
会
長
）
主
催
の
「
し
ゃ

こ
た
ん
夢
あ
か
り
」
が
２
月
７
日
・
８
日
の
２
日
間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
町
内
各
地
の
家
庭
や
事
業
所
の
玄
関
前
に
は
、
人
気
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
な
ど
の
趣
向
を
凝
ら
し
た
雪
像
や
ス
ノ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
が
飾
ら
れ
、

午
後
５
時
の
花
火
と
共
に
町
中
が
温
か
い
光
り
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
美
国
町
の
中
央
交
差
点
付
近
の
メ
イ
ン
会
場
で
は
同
会
女
性
部

が
か
ぼ
ち
ゃ
ス
ー
プ
を
無
料
で
提
供
し
た
ほ
か
、
同
会
青
年
部
で
は
、
肉

ま
ん
や
そ
ば
等
を
販
売
し
、
来
場
者
の
体
を
温
め
ま
し
た
。

　

幻
想
的
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
真
冬
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
町
内
外
の
方
々

が
街
を
賑
や
か
に
歩
く
な
ど
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

“手づくり”のあたたかい光

３，５００個
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平成 26 年度「町民文化講演会」開催のお知らせ

議
案
第
１
号

　
平
成
26
年
度
積
丹
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
9
号
））

　

道
路
除
雪
費
と
し
て
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
に
２
，
５
０
０
万
円
を
追

加
し
、
28
億
６
，
７
９
９
万
３
千
円

に
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
原
案
可
決
）

News議会ニュース

 第１回町議会臨時会
平成 27 年

　平成 27 年第１回町議会臨時
会が１月 21 日に招集され、同
日閉会しました。
　そのあらましについてお知ら
せします。

議
案
第
１
号

　
平
成
26
年
度
積
丹
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
9
号
））

　

道
路
除
雪
費
と
し
て
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
に
２
，
５
０
０
万
円
を
追

加
し
、
28
億
６
，
７
９
９
万
３
千
円

に
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
原
案
可
決
）

News議会ニュース議会ニュースNews議会ニュースNews
第１回町議会臨時会第１回町議会臨時会
平成 27 年平成 27 年

平成 27 年第１回町議会臨時
会が１月 21 日に招集され、同
日閉会しました。
　そのあらましについてお知ら
せします。

【主　催】町教育委員会
【日　時】３月６日（土） １８：３０～２０：００
【会　場】総合文化センター １階交流大ホール
【講　師】講談師 一龍斎 春水 氏（小樽市出身）

【演　題】「金子みすゞ～みんなちがって、みんないい」
【参加料】無料
【問合せ】町教育委員会 生涯学習課（B&G 海洋センター内）
　　　　 ℡４４－３２６０

　教育委員会では、小樽市出身で、アニメ「宇
宙戦艦ヤマト」森雪役等で声優としてもご
活躍中の講談師、一龍斎春水氏を迎え、平
成２６年度「町民文化講演会」を開催します。
　ふるさと北海道の思い出を交えながら、
童謡詩人、金子みすゞの生涯を、日本の伝
統芸能である講談により語っていただきま
す。
　たくさんの皆様のご来場をお待ちしてお
ります。

　

平
成
25
年
４
月
か
ら
本
格
始
動

し
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
特
産
品

や
新
た
な
観
光
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
な

ど
に
取
り
組
む
実
践
支
援
員
の
活
動

は
、い
よ
い
よ
事
業
終
了
が
近
づ
き
、

大
詰
め
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

農
産
部
門
（
東
郷
昌
弘
実
践
支
援

員
）
で
は
、
気
候
的
・
土
壌
的
に
積

丹
町
に
適
し
て
い
る
と
さ
れ
、
積
丹

町
の
新
た
な
特
産
品
化
が
期
待
さ
れ

て
い
る
サ
フ
ラ
ン
の
栽
培
・
収
穫
の

専
門
的
な
知
識
を
学
ぶ
た
め
、
２
月

５
日
に
サ
フ
ラ
ン
の
国
内
最
大
生
産

地
、
大
分
県
竹
田
市
よ
り
渡わ

た
な
べ部

親ち

か

お雄

同
市
サ
フ
ラ
ン
出
荷
組
合
長
と
「
Ｊ

Ａ
お
お
い
た
」
野の

だ田
竜り

ゅ
う
じ治

さ
ん
に
来

町
い
た
だ
き
、
先
々
代
か
ら
続
く
サ

フ
ラ
ン
栽
培
の
知
恵
と
工
夫
を
学
ぶ

講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

特
殊
な
栽
培
・
収
穫
方
法
を
要
し
、

更
に
は
国
内
で
生
産
地
も
少
な
い
こ

と
か
ら
、
情
報
も
手
に
入
り
に
く
い

サ
フ
ラ
ン
作
り
に
関
す
る
国
内
の
第

一
人
者
に
よ
る
講
演
は
、
出
席
し
た

農
業
者
か
ら
質
問
が
相
次
ぎ
、
今
後

の
積
丹
産
サ
フ
ラ
ン
の
将
来
を
期
待

さ
せ
る
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
観
光
部
門
（
石
川
一
寿
実

践
支
援
員
）
で
は
、
２
月
12
日
に
外

国
人
観
光
客
が
対
象
の
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
と
し
て
「
握
り
寿
し
体
験
（
お

宿
か
さ
い
）」
と
「
寺
町
巡
り
・
お

念
珠
作
り
体
験
（
大
覚
寺
）」
を
実

施
し
、
参
加
者
は
自
ら
握
る
日
本
伝

統
の
食
文
化
と
、
初
め
て
目
に
す
る

日
本
古
来
の
寺
院
の
内
装
な
ど
に
感

嘆
の
声
を
あ
げ
、
今
回
の
ツ
ア
ー
で

体
験
す
る
貴
重
な
経
験
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。
外
国
人
観
光
客
の
日
本

の
文
化
に
対
す
る
関
心
と
知
識
欲
の

高
さ
を
改
め
て
感
じ
、
今
後
の
外
国

人
観
光
客
の
受
け
入
れ
に
繋
が
る
ツ

ア
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　

水
産
部
門
（
板
野
千
恵
子
実
践
支

援
員
）
も
試
作
を
重
ね
て
き
た
「
エ

ビ
の
粉
末
入
り
サ
ブ
レ
ー
」
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
案
が
決
ま
る
な
ど
、
新
た
な

「
積
丹
特
産
品
」
と
な
り
う
る
商
品

の
完
成
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。

　

各
部
門
で
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
に

入
っ
て
い
る
同
事
業
、
こ
の
２
年
間

の
集
大
成
と
な
る
「
結
果
」
に
期
待

が
持
た
れ
て
い
ま
す
。

観
光
部
門
・
水
産
部
門
に
つ
い
て
は

11
ペ
ー
ジ
の
「
積
丹
い
ろ
い
ろ
」
で

も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

▲渡
わたなべ

部親
ち か お

雄竹田市サフラン出荷組合長

▲「お宿かさい」別所氏から指導を受ける外国人参加者

大
詰
め
迎
え
る
『
実
践
型
雇
用
創
造
事
業
』

大
詰
め
迎
え
る
『
実
践
型
雇
用
創
造
事
業
』

新
た
な
特
産
品
・
観
光
メ
ニ
ュ
ー
に
期
待
！

一
龍
斎 

春
水 

氏

▼

広報しゃこたん平成 27 年３月号
7


